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Ⅰ 研究目的

算数科においては，身の回りの様々な事柄を数学的にとらえたり，自分の考えなどを数学的に表

現したりできるようにすることが大切である。教育課程実施状況調査及びPISA調査をはじめとする

国際調査の分析からも，自分の得た知識を活用し，問題を解決し，自分の考えを表現する力が求め

られている。

しかし，児童は答えを出すことだけにとらわれがちであり，計算はできるが式に表せなかったり，

その意味を説明できなかったりする状況がみられる。その要因として，数学的に解釈する力や表現

する力が具体的な指導内容として明確にされていないために学習指導の改善がなされず，その結果，

指導の効果として点数にあらわれやすいドリル学習などのスキル学習に特化されている傾向がある

ためだと考えられる。

このような状況を改善するためには，教科の目標と照らし合わせながら学年や単元で身に付けさ

せたい数学的に解釈する力や表現する力の育成にかかわる指導内容を明確化したリテラシー･リス

トと，それを基にした指導内容の理解・定着を図るための学習シートを作成し，その活用方法を見

いだし，授業改善の具体的な方向性を示すことが大切である。

そこで，この研究は，小学校算数科において，数学的に解釈する力や表現する力の育成を図るた

めの指導内容を明確化したリテラシー･リストと理解･定着を図るための学習シートを作成し，学習

活動の中で活用することをとおして，小学校算数科における学習指導の改善に役立てようとするも

のである。

Ⅱ 研究仮説

小学校算数科の学習指導において，以下の手だてを講じるならば，学習指導の改善が図られると

ともに数学的に解釈する力や表現する力が育成されるであろう。

１ 数学的に解釈する力や表現する力を具体化し，それを育成するための指導内容を指導目標に照

らし合わせてリテラシー・リストに明確化する。

２ リテラシー・リストを基にした学習シートを授業を中心として学習活動の中で活用する。

Ⅲ 研究の年次計画

この研究は，平成19年度から平成20年度にわたる２年次研究である。

第１年次（平成19年度）

小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本的な考え方を検討

し，その基本構想を立案する。また，それに基づいて指導試案及び指導計画を作成し，指導実践

をとおして改善点を明らかにする。

第２年次（平成20年度）

第１年次に明らかにした改善点を基に授業実践を行い，小学校算数科における数学的に解釈す

る力や表現する力の育成に関する研究のまとめを行う。

Ⅳ 本年度の研究内容と方法

１ 目標

小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本的な考え方を検討

し，その基本構想を立案する。また，それに基づいて指導試案及び指導計画を作成し，指導実践
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をとおして改善点を明らかにする。

２ 内容と方法

(1) 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本的な考え方の検

討及び基本構想の立案（文献法）

(2) 指導試案及び指導計画の作成（文献法）

(3) 指導実践と改善点の検討（実践研究・調査法）

３ 研究協力校

花巻市立湯口小学校

Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本的な考え方

(1) 数学的に解釈する力や表現する力についての経緯と先行研究

ア 数学的に解釈する力や表現する力が取り上げられた経緯

(ｱ) PISA調査，TIMSS調査からの課題として

文部科学省は，PISA2003とTIMSS2003の国際的な学力調査の結果を受けて，平成16年12

月，省内に｢PISA・TIMSS対応ワーキンググループ」を設置し，調査結果の評価・分析を行

い，我が国の状況を踏まえて教育委員会や各学校で自己評価や授業改善を行えるように資

料を作成した。同資料は，平成17年１月19日に開催された臨時全国都道府県・指定都市教

育委員会指導主事会議で｢小学校算数・中学校数学・高等学校数学指導資料(中間報告)」

において示された。その資料において数学的に解釈する力や表現する力という表現がされ

た。

これによれば，数学的リテラシー算数・数学について，課題として以下の二つがあげら

れた。

① 基礎的・基本的な計算技能，数についての感覚などに課題がある。

② 解釈を要する設問，自由記述形式の設問に課題がある。

これらの課題に対し，改善の方向として以下の三つがあげられた。

① 基礎的・基本的な計算技能の定着や数量・図形などの基本的な意味の理解を確実にす

ること。

② 数学的に解釈する力や表現する力の育成を目指した指導を充実すること。

③ 実生活と関連付けた指導の充実を図り，数学について有用性を実感する機会をもたせ

ること。

すなわち，「数学的に解釈する力や表現する力」とは，PISA調査，TIMSS調査の結果分

析から，授業改善の方向のポイントとして初めてみられた表現である。

(ｲ) 教育課程実施状況調査からの課題として

平成17年５月には教育課程部会算数・数学専門部会が行われ，平成15年度小・中学校教

育課程実施状況調査分析結果のポイントが発表された。

これによれば，課題として

① 計算，数量関係の意味を理解すること。

② 数学的に解釈したり，自分の考えや推論の過程を数学的に表現すること。

③ 日常の事象と算数・数学とを関連付けること。
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の三つがあげられ，改善の方向としては

① 計算技能だけでなく，計算や数量の意味を実際の場面と結び付け理解させる指導の充実

② 数量の関係や図形の性質などを考察し，見出したことを根拠をもって表現させる指導の充実

③ 日常事象を数学的にとらえたり，学んだ算数・数学を生活に生かしたりする指導の充実

の三つのポイントが示された。

さらに，これらを受けての小学校算数科における指導上の改善点として以下の四つが示された。

① 数量や図形の意味理解と技能とのバランスのとれた力を育成する指導の工夫

② 数学的な考え方を読みとる力や表現する力を高める指導の工夫

③ 問題解決の過程を重視する指導の工夫

④ 算数を生活に生かしたり，数学的に発展させたりする指導の工夫

これらのうち，とりわけ②については，授業において，児童同士での学び合いの活動を取り入

れるようにして，ある場面における算数の意味を解釈し話し合ったり，他の児童の考え方や説明

を聞いて理解したり，自分の考えを表現したりする力を育てていくようにする工夫が大切である

と，解釈と表現についてその重要性を指摘している。

(ｳ) 「読解力」向上に関する指導として

平成17年12月，文部科学省は読解力向上に関する指導資料を作成した。これによれば，「読解

力」は国語だけではなく，各教科，総合的な学習の時間など学校の教育活動全体で身に付けてい

くべきものであるとした。さらに教科等の枠を超えた共通理解と取組の推進が重要であり，例え

ば，数学では，この調査を踏まえて｢数学的に解釈する力や表現する力の育成を目指した指導の

充実」を求めているが，そのためには，与えられた状況やデータを数学的に解釈し，それに基づ

いて自分の考えを整理し，数学的な表現を用いて自分の考えを述べる力を育てることが大切であ

ると指摘した。

(ｴ) 本県の学習定着度状況調査においての課題として

本県では，平成18年度学習定着度状況調査において，自分の考えた過程を答える問題や，数値

について状況に合わせて自分で判断して答える問題などに，出題形式を変更した。結果，四則計

算等基本的な計算技能は定着しており，数量や図形についての意味理解も図られている成果がみ

られたが，用語や式を適切に使って表現することや，式や図・表・グラフの意味を適切に解釈す

ることについては不十分であるという課題が明らかになった。

以上のことから，数学的に解釈する力や表現する力は，国際調査や各種学力調査から課題となっ

た「読解力」向上を視野に入れた算数科における重要課題として取り上げられたものであると考え

られる。

イ 数学的に解釈する力や表現する力にかかわる先行研究

(ｱ) 研究機関・文献からの引用

数学的に解釈する力や表現する力は，明確に定義されておらず，また，様々な要素が含まれて

いると考えられる。そこで数学的に解釈する力や表現する力にかかわる表現や考え方，とらえ方

を様々な研究機関・文献などから取り出してみることにする。

立花(2006)は，論理的に考えて事象を数学的に解釈し表現することの重要性について，問題場

面から要素やその関係を取り出すことの必要性，数学的に表現することが問題場面を的確に把握

したり学習内容をより深くとらえなおすことに大いに役立つという経験を生徒に積ませることの

必要性を指摘した。



- 4 -

長坂(2006)は，数学的に解釈する力を，問題を解釈する力と結論を解釈する力の大きく二つに

とらえた。問題を解釈する力は，与えられた問題に対して，求められているものを的確にとらえ，

既習事項とのかかわりを見つけ問題の中の課題を把握し，解決へと導く力であり，これはさらに

基礎的な解釈と数学的に基づいた解釈の二つに分けられる。結論を解釈する力とは，問題解決を

通して得られた結論に数学的な意味付けができ，さらにそれを別の場面に適応・発展させたり，

一般化することができる力と定義付けた。

実際に算数の問題を解決するためには，数学的な要素を取り出す前提として，問題を国語レベ

ルで理解し，論理的に思考する必要がある。文部科学省（2005a）は，国際調査の結果を受け，

学習指導の改善に向けて，数学的に解釈し表現する指導に加えて基本的な概念の意味理解の指導

を重視すると指摘している。基本的な概念の意味理解が十分でなければ，状況（問題の文脈）が

変わったとき，身に付けた知識や技能が活用できなくなる可能性があり，いろいろな状況で問題

の解決に数学的リテラシーを活用する力を育てるには，算数・数学科で基本的な概念の意味理解

を一層重視すべきであるからである。

すなわち，状況やデータを解釈し，それに基づいて自分の考えを整理し自分の考えを数学的な

表現を用いて説明するためには，前提として基本的な概念の意味理解が不可欠であることを示唆

している。

(ｲ) 「読解力」と数学的に解釈する力や表現する力との関係について

数学的に解釈する力や表現する力は，「読解力」につながるものであり，文部科学省(2005b)

は｢読解力」向上に関する指導資料において，「読解力」を高める指導として，テキストを理解

・評価しながら読む，テキストに基づいて自分の考えを書く，様々な文章や資料を読む機会や，

自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実することとしている。

指導例では，目的に応じて理解し，解釈する能力の育成のために，与えられた情報の関係を読

み取り，自分の目的に応じて判断する能力を育成することを数学のねらいの一つにあげている。

その主な学習内容として，「判断のために必要な情報は何かを整理する」「その情報をどのよう

に判断するべきかを話し合う」「課題をどのようにして解決するかという方法の理解だけではな

く，学習内容についての意味の理解，学んでいることのよさの理解などを重視した指導をする」

としている。

「読解力」は，国語だけでなく，算数・数学科においても身に付けていくべきものであり，「読

解力」向上に向けての改善の具体的な方向として，算数科における数学的に解釈する力や表現す

る力の育成も求められていると考えられる。

(ｳ) 数学的に解釈する力と表現する力の関係について

吉川(2006)は，算数科における「読解力」を，「書かれたテキストを読み，そこから情報を取

り出していき，そうした情報を基にして，適切にことがらを解釈したり，意味を理解したりする。

その上で，自分で納得のいく判断をしたり，自分に必要な問題を解決したりするなど，目的に応

じた活用をしていく。こうした一連の活動を進めていく力である」とし，この算数の読解力と並

んで，子どもが自分で算数を生かし表現する力の育成も重視し，読解力と表現力を総合的に育成

する重要性を指摘している。

すなわち，解釈と表現は，表裏一体のものであり，有機的に関連させながら指導することが大

切であることを示唆している。

(ｴ) 問題を数学的に解釈し表現することについて
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黒澤(1983)は，算数教育実践の構造，または算数学習の構造は，算数教育を受けるものの生活

行動の中から認識される事象を取り出して，その事象から数理を抽出し，その数理を事象に適用

できるようになり，その事象への適用能力を生活行動に活用できることによって学習者の生活行

動の向上が可能になることであると指摘した。この理論は本県でも多くの学校現場で実践されて

おり，とりわけ問題を解釈し表現する場において有効性が確認されている。また，伊藤(1968)は，

算数科における文章題の困難さを述べたうえで，児童の思考過程に沿って文章題の指導法を構造

化した。立花(2006)が指摘した，問題場面から要素やその関係を取り出すことについては，黒澤

の問題解決における典型的思考過程と伊藤が指摘した，児童が文章題に直面したときの思考段階

と共通する部分が多い。これらの先行研究から，問題を解釈し表現するためには，児童の思考過

程に沿って指導していく重要性を示唆している。

(ｵ) 数学的リテラシーとのかかわりについて

PISA調査における数学的リテ

ラシーの定義は「数学が世界で

果たす役割を見つけ，理解し，

現在及び将来の個人の生活，職

業生活，友人や家族や親族との

社会生活，建設的で関心をもっ

た思慮深い市民としての生活に

おいて確実な数学的根拠に基づ

き判断を行い，数学に携わる能

力」であり，「根拠に基づいた

判断」「生活上の必要にかなう

ような数学を使う能力」が示さ

れているといえる。この数学的

リテラシーは，PISA型読解力と

重なる部分も多い。また，「活

用する」という意味合いが強く，

算数･数学教育に求められている力であるといえる。

PISAでは，数学的プロセスを「数学化サイクル」で表現している（【図１】）。現実世界の問題

を解決するために，数学的問題に変化させ，解を求め，現実の状況に照らし合わせるというサイ

クルである。このようなプロセスによって，様々な状況で数学的問題の設定・定式化・解決・解

釈を行う際に，数学的アイディアを有効に分析し，推論し，コミュニケーションする能力が培わ

れる。

数学的プロセスにおける考え方は，算数・数学における意味理解や活用能力の育成にとって重

要な要素となると考えられる。

以上の先行研究から，数学的に解釈する力や表現する力とは，問題の理解・数学的な表現・活用

など算数科で求められる幅広い力であるととらえる必要がある。

数学的に解釈する力や表現する力についての経緯や先行研究から，本研究において，数学的に解釈

する力や表現する力を，次のことに留意してとらえるものとする。

・解釈する力と表現する力は，有機的に関連しているものととらえること。

【図１】数学化サイクル

現実的解答

現実世界の問題

数学的解答

数学的問題

現実の世界 数学的世界

(1) 現実に位置づけられた問題から開始すること。

(2) 数学的概念に即して問題を構成し，関連する数学を特定すること。

(3) 仮説の設定，一般化，定式化などのプロセスを通じて，次第に現実を整理すること。

それにより，状況の数学的特徴を高め，現実世界の問題をその状況を忠実に表現する数

学の問題へと変化することができる。

(4) 数学の問題を解く。

(5) 数学的な解答を現実の状況に照らして解釈すること。これには解答に含まれる限界を

明らかにすることも含む。

（１），（２），（３）

（４）

（５）

（５）
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・PISA調査における数学的リテラシーや読解力の育成も含めたものとしてとらえること。

・基礎的・基本的な計算技能や意味の理解を基にした思考力や活用する力を重視したものとして

とらえること。

(2) 本研究における数学的に解釈する力や表現する力の定義

数学的に解釈する力や表現する力が取り上げられた経緯や先行研究を基に本研究における数学

的に解釈する力や表現する力を次のように定義し，具体的な構成要素を抽出した。

数学的に解釈する力や表現する力とは，問題を数学的に理解し，論理的に適切な数学的表現

し，実生活と関連付け活用する力である。

すなわち，数学的に解釈する力や表現する力を「問題の理解」「数学的表現」「活用」の大き

く三つの角度からとらえた。

具体的な構成要素を以下に示す。

ア 主に「問題の理解」

・問題を構成している要素を抽出する力

・求答事項と既知事項を構造的に把握する力

・既習事項とのかかわりを見つけ問題の中の課題を把握し，解決へと導く力

イ 主に「数学的表現」

・根拠をもって述べる力

・用語や式，図・表・グラフなどを適切に表現する力

・自他の考えを比較検討する力

ウ 主に「活用」

・数学的な解答を検討する力

・他の状況に応用する力

・実生活に生かす力

２ 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本構想

(1) 学習指導の改善

小学校算数科において重要課題とされる数学的に解釈する力や表現する力の育成を図るために

は，教科の目標と照らし合わせながら学年や単元で身に付けさせたい数学的に解釈する力や表現

する力の育成にかかわる指導内容を明確化すること，さらにそれを基にした指導内容の理解・定

着を図るための具体的な手だてが必要である。

本研究においては，数学的に解釈する力や表現する力の育成を図るための指導内容を明確化し

たリテラシー･リストと理解･定着を図るための学習シートを作成し，学習活動の中で活用するこ

とをとおして，小学校算数科における学習指導の改善に役立てようとするものである。

学習指導の改善の視点は以下のとおりである。

ア 確かな問題理解と時間短縮

確かな問題理解のためには，与えられた状況やデータから求められているものを的確にとら

え，構成要素を抽出し，既習事項とのかかわりを見つけ問題の中の課題を把握し，解決へと導

くことが必要とされる。この過程に時間を費やしてしまうと，解決する問題数が限られ，残っ

たわずかな時間で表現･処理を行うだけの授業になってしまう。これは一般化がしづらくなる
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ばかりでなく，解決に至る数学的な考え方を定着することが難しくなる原因と考えられる。そ

こで，問題を理解する過程をある程度パターン化すること，問題の構造を理解するために数直

線や絵図等で表すことを習慣づけ，短時間で問題を理解させることが必要である。

イ どの児童にも数学的な表現をさせること

一部の児童による発表で解決するだけでなく，表現の手順や方法を理解させながらどの子に

も表現させることが必要である。

ウ 算数で学習したことを活用して有用性を味わわせること

学習した内容が，生活に生き役に立っているということを味わわせ，積極的に算数を活用さ

せることが必要である。

(2) リテラシー・リストの作成

リテラシー・リストは，教科の目標と照らし合わせながら学年や単元で身に付けさせたい数学

的に解釈する力や表現する力の育成にかかわる指導内容を明確化したものである（【資料１】）。

リテラシー・リストには，「単元名」「単元の目標」「単位時間の目標」「主な評価規準」「関連

する学習シートの番号」「数学的に解釈する力や表現する力にかかわる学習内容」「シートの使

い方」を示す。

数学的に解釈する力や表現する力の育成にかかわる指導内容は，どの指導場面で，どの部分に

焦点化するかを配慮する。単元の前半では「問題の理解」に重点を置いて問題意識をもたせ，半

ばでは「数学的表現」に重点を置いて考えを練り合わせ，後半では「活用」に重点を置いて算数

の有用性を感じ取らせたいと考える。

【資料１】リテラシー・リストの例（５年単元 比べ方を考えよう）
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(3) 学習シートの作成

学習シートとはリテラシー・リストを基にした指導内容の理解・定着を図るためのものであ

り，児童が学習活動として使用するものである。

リテラシー・リストによって焦点化された数学的に解釈する力や表現する力は「問題の理解」

「数学的表現」「活用」のそれぞれを単元の流れに沿って重点化されている。よって学習シート

も「問題の理解」に重点を置いたシート，「数学的表現」に重点を置いたシート，「活用」に重

点を置いたシートの三つの枠組みによって作成する。

ア 「問題の理解」に重点を置いたシート

このシートは問題を数学的に理解するためのものであり，児童の思考過程に沿って以下の七

つの過程で構成されているシートである。

① どんな問題か概要をとらえる。

・言語，表記（テキスト）の理解，状況（コンテキスト）の理解

② 求答事項を取り出す。

③ 既知部分を取り出す。

④ 問題の中の言葉（キーワード）に着目し既知部分同士の関係を把握する。もしくは簡単

な整数などに置き換えることによって関係を把握する。

⑤ 絵図や数直線などを使って問題の構造を把握する。

⑥ 解答を概数などで予想する。

⑦ ことばの式を考え立式する。もしくは予想を確かめる方法を考える。

この過程は，問題解決学習における身に付けさせたい学び方でもある。パターン化したシー

トにし（セブンステップシート【資料２】），このパターンに慣れさせることによって，短時

間で主体的に問題を理解できるようにするものである。主に単元の前半で問題を把握し課題意

識をもたせる場面で使用するが，単元末の定着問題などでも使用できるものである。

【資料２】「問題の理解」に重点を置いたシート（セブンステップシート）の例
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イ 「数学的表現」に重点を置いたシート

このシートは論理的に適切な数学的表現をするためのものであり，学習内容によって多様なも

のになる。数学的な表現として，式の意味の説明（【資料３】），記述された説明に沿った立式（【資

料４】），計算処理の方法の説明（【資料５】），考えの比較検討（【資料６】）などをさせるために

に使用する。

シートに使うことにより，一部の児童だけの発表に終わることなくどの児童にも数学的表現を

させるものである。

【資料３】「数学的表現」式の意味の説明 【資料４】「数学的表現」説明に沿った立式

【資料５】「数学的表現」計算処理の方法の説明 【資料６】「数学的表現」考えの比較検討
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ウ 「活用」に重点を置いたシート

このシートは算数を活用するためのものであり，算数の有用性を感じ取らせるものである。

このシートを基に，得られた数学的な解答を現実の問題と照らし合わせてどんなことが言え

るのかを検討したり【資料７】，他の状況に応用したり身の回りにあるものに着目させ実生活

に生かしたり【資料８】する。そうすることによって，学習した内容が生活に生き役に立って

いるということを味わわせ，積極的に算数を活用する動機を高めることにつながると考える。

【資料７】「活用」数学的な解答の検討 【資料８】「活用」応用したり生かしたりすること

(4) 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本構想図

以上のことから，小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本

構想図を【図２】のように作成した。
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【図２】小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本構想図

３ 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する指導試案

基本構想を基に，小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する指導試

案を作成する。

(1) 単元の指導目標・単位時間の指導目標の明確化

ア 単元の目標の確認

学習指導要領の指導事項を基に，単元の目標を確認する。
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イ 評価規準の確認

単元の評価規準を確認する。

ウ 数学的に解釈する力や表現する力の確認

リテラシー・リストを基に，育てたい数学的に解釈する力や表現する力を確認する。

(2) 学習シートを使用した単元指導計画の作成

ア リテラシー・リストの「シートの使い方」を基に，単位時間毎の使用場面や，授業以外での

使用場面を押さえながら，単元の指導計画を作成する。

イ 単元をとおして，具体的な学習シートの活用を示した教師用の学習シートの手引き（補充資

料参照）を作成する。

(3) 学習シートの使い方の留意点

学習シートはすべての単位時間に盛り込むものではなく，また，学習シートによって指導過程

のすべてを規定するものでもない。学習シートの必要性や使い方について，児童用オリエンテー

ションシート（補充資料参照）によって理解させる。主な使用方法については以下に示す。

ア 授業の導入部分での問題把握のために使用する。

イ 授業の自力解決の手助けとするために使用する。

ウ 学習内容を定着させるために家庭学習や朝自習の場面で使用する。

エ 既習事項を確認させるために家庭学習や朝自習の場面で使用する。

オ 日常生活への活用として，授業や家庭学習・朝自習の場面で使用する。

以上のことを踏まえ，指導試案を【図３】に示す。指導試案には学習シートの使用場面をすべて

明記したが，各単位時間で，使用する場面を重点化するものである。

【図３】小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する指導試案表

リテラシー・リストを基にしての学習指導計画立案
単元の指導目標・単位時間の指導目標の明確化

学習シートを使用した単元指導計画の作成

児童に対するオリエンテーションシートを基にしての学習シートの使い方の説明

学習シートを使用した単位時間を中心をした学習指導
段階 数学的に解釈する力や表現する力との関連 学習シートの使い方 留意点

既習事項の・問題の中の課題を把握するために必要な単元や単位時間に指導する内容に必要な基礎基児童の実態によって朝自習や家庭学習など

確認 既習事項を確認する。 本となる学習内容について，前単元や前学年か授業以外で取り組ませる場合と，授業のは

ら取り上げた学習シートを活用する。単なる表じめに短時間で取り組ませる方法がある。

現処理ではなく，数学的に解釈する力や表現す

る力にかかわる内容を中心とする。

問題把握 ・問題を構成している要素を抽出する。 セブンステップシートを基に，問題の構造をとセブンステップシートは問題把握のための

・求答事項と既知事項を構造的に把握する らえさせ，そこから課題に結び付ける。 段階を構造化したものである。記入にあた。

主に理解 ・既習事項とのかかわりを見つけ問題の中 っては省略したり簡潔化したりするなど弾「 」

にかかわ の課題を把握し，解決へと導く。 力的に取り扱う。

る。

課題解決 ・根拠をもって述べる。 図や数直線等を使って考えるシートや，意味理多様な考え方を認めつつ，共通点に気付か

・用語や式,図・表・グラフなどを適切に表解を深めるために説明などの表現をさせるシーせるようにする。シートを見直すことで，

主に「数学 現する。 トを基に，自力解決や集団での解決を行う。 考え方のプロセスを理解させる。

的表現」に・自他の考えを比較検討する。

かかわる。

適用 ・適用問題をとおして問題を理解し，数学学習したことを振り返らせながら，適用問題の表現処理にとどまらず，身に付けた考え方

的表現を使って学習内容の定着を図る。 シートを使用する。 を想起させる。

「 」主に理解

「数学的表

現」にかか

わる。

発展・活用・発展問題を解決する 学習したことがどんなことに使用できるのか，問題づくりなどの算数の発展の場合は友達

・日常生活とのかかわりを見つけ出す 日常生活にはどう生かされているのかなど，体とかかわらせるなど授業での取り扱いが中

主に活用 験や活動をしながら学べるシートとして使用す心となる。日常生活に生かす場合は，家庭「 」

にかかわ る。 で取り組ませることが中心となる。

る。

単元の
見通し

導入段

階で重

点的に

前半で

重点的

に

半ばで

重点的

に

後半で

重点的

に
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Ⅵ 研究のまとめ

１ 研究の成果

本研究は，小学校算数科において，数学的に解釈する力や表現する力の育成を図るための指導

内容を明確化したリテラシー・リストと理解・定着を図るための学習シートを作成し，学習活動

の中で活用することをとおして，小学校算数科における学習指導の改善に役立てようとするもの

である。第１年次のこれまでの研究の結果，次のような成果を得ることができた。

(1) 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する基本的な考え方につ

いて

小学校算数科における課題や先行研究から，数学的に解釈する力や表現する力を「問題の理

解」「数学的表現」「活用」の大きく三つの角度からとらえ，それに基づき，リテラシー・リ

ストと学習シートの作成の視点を見い出した。

(2) 小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する指導試案の検討

リテラシー･リストを基にして，セブンステップシートによる問題の理解，論理的な数学的

表現，学習内容の活用を中核にした指導試案を作成した。

２ 今後の課題

これまでの研究成果を踏まえ，小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成

に関する試案の作成とそれに基づいた指導計画の作成を行う。さらに指導実践を行い，その分析

と考察をとおして，小学校算数科における数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する研究

のまとめを行う。

〔おわりに〕

この研究を進めるにあたり，ご協力いただきました研究協力校の先生方に心から感謝申し上げます。
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